
 

 

船舶事故調査報告書 

平成２９年１１月１５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（桟橋） 

発生日時 平成２９年５月１３日 １４時４６分ごろ 

発生場所 長崎県長崎市端
は

島の桟橋 

 肥前端島灯台から真方位１２９°１００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°３７.６′ 東経１２９°４４.３′） 

事故の概要 旅客船JUPITER
ジ ュ ピ タ ー

は、着桟中、桟橋に衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年６月７日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 JUPITER、９９トン 

 １４２９４５、株式会社ユニバーサルワーカーズ 

 乗組員等に関する情報 船長、六級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 左舷船首部ブルワークに亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過 本船は、船長ほか５人が乗り組み、端島見学の旅客１２９人及びガ

イド５人を乗せ、‘同島の南東側に設置された桟橋’（以下「本件桟

橋」という。）に左舷着けで着桟中、南方からの波を右舷船尾方から

受け、左舷船首部が本件桟橋に衝突した。 

本船は、衝突した反動及び本件桟橋に当たった波により、本件桟橋

から離れる力が生じ、係船索及び同索を縛っていた左舷船首部のクロ

スビットに張力がかかり、クロスビットが設置されたＦＲＰ製のブル

ワークに亀裂を生じた。 

本船は、船長が損傷箇所を確認して航行に支障がないと判断し、端

島見学を終えた旅客等を乗せ、長崎市長崎港の桟橋に向かった。 

分析 本船は、本件桟橋に着桟中、南方からの波を右舷船尾方から受けた

ことから、左舷船首部が本件桟橋に衝突したものと考えられる。 

本船は、本件桟橋に衝突した反動及び本件桟橋に当たった波によ

り、本件桟橋から離れる力が生じ、係船索及び同索を縛っていた左舷

船首部のクロスビットに張力がかかり、クロスビットが設置されたブ

ルワークに亀裂を生じたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、本件桟橋に着桟中、南方からの波を右舷船尾方

から受けたため、左舷船首部が本件桟橋に衝突したものと考えられ

る。 
 


